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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・文字を使って数量の関係を等式に表すことができる。


・平方根の意味やその求め方を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・2乗するとａになる数を，ａの平方根ということを学習している。


○共同追究でのゆさぶり


・文章題で，日常事象に照らして解の吟味をする経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・方程式の解が，問題にあっているかどうか調べる学習をしている。





≪学習問題≫


ファミリーコンピュータの発売日が決まりました。


来月のカレンダーで，発売する日の真上にある日の数と，真下にある日の数をかけると，176になります。


ファミリーコンピュータの発売日は何日でしょう。方程式をつくって求めよう。








≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫








１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②見通し: 真上と真下の日をどう表せばよいかわからない。


→　カレンダーの数字のきまりを見つければ，立式ができそうだ。








②学習課題: 発売日をⅹとして，真上と真下の数をｘを使って表し数量の関係を式に表して，発売日を求めよう。








③個人追究: 問題の条件の関係を式に表し，求める。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「今までの方程式との違いはなんだろう？」


→「一次方程式のように，等式の性質を利用した移項などの操作だけでは解けない。」








④共同追究後半（思考を深める）


「平方根は2つあるから，答えは2つあるのではないか？」


→「225の平方根は15と－15の2つあるが，－15は，日付として適さないから，答えは15日だけになる。」


「解が問題にあっているかどうか調べる意味がわかった。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・平方根の考えを使えば，簡単な二次方程式は解ける。


・二次方程式は答えが2つ出てくるが，問題にあっているかどうかを調べて考える必要がある。











⑥定着･活用問題


(1)この問題で，積が51になる日を方程式を使って求めなさい。


(2)1，2，3，4のうち，ｘ２－5ｘ＋6＝０ の解であるものを求めなさい。








＜本時の展開に当たっての留意点＞


・未知数を求めるための方程式を立式し，その解を求める中で，既習の方程式では解決できない二次の項があることと，二次方程式は一般的に解が2つあることを理解できるようにしたい。


・カレンダーの特徴から，未知数の設定の仕方をいくつか示すなどして追究させ，どの設定の仕方でも同じ結論になることに気付かせたい。





【板書計画】








